
連載企画／国土教育シリース：Pa円2

日・米・英・仏・独／教科書で学ぶ「国土とインフラ」

［最終回］日本の中学「理科」教科書から学ぶ

一豊かさと厳しさを兼ね備えた「国土」が日本人を育んできた一

内村鑑三が著した国土・インフラ教育の教材

内村鑑三（l 861-l 930年）は札幌農学校（現在

の北海道大学）時代，「Boys,be ambitious （少年

よ，大志を抱け）」で有名芯WSクラーク博士に感

化されてキリスト教信者に定より，その後，福音主

義信仰と時事社会批判に基づく日本独自のいわゆ

る無教会主義を唱えました。アメリ力の排外主義

(1924年・排日移民法）に強く反発したことでも有

名です。

札幌農学校の同級生には アメリ力合衆国で

『Bushido（武士道）Jを刊行した新渡戸稲造や，函

館港築堤－小樽築港などを設計し，後に「港湾工学

の父」と呼ばれた虞井勇がいます。

内村は，その生涯において，国土－インフラ教育

の教材に相応しい著書3編， 『後世への最大遺物J.

『デンマルク国の話J，『地人論Jを遺しています。

『後世への最大遺物Jは， 1894（明治27）年7月

に箱根で開催された夏期学校（全国キリスト信徒の

修養会）で行われた講演をとりまとめたもので，講
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演の要旨は次の通りでした。

一われわれが五十年の生命を托したこの美い、地

球，この美しL、国，このわれわれを育ててくれた山

や河，われわれはこれに何も遺さずに死んでしまい

たくな＼， ＇，何かこの世に記念物を遺して逝きたい，

それならばわれわれは何をこの世に遺して逝こう

か，金か，事業か，思想、か，これいずれも遺すに価

値あるものである， しかしこれは何人にも遺すこと

のできるものではな＼， ＇，またこれは本当の最大の遺

物ではない，それならば何人にも遺すことのできる

本当の最大遺物は何であるか，それは勇まし＼， ＼高尚

なる生涯である－

この時，内村は，勇ましい高尚なる生涯，金，思

想とあわせ，将来世代に遺すべき価値あるものとし

て（土木）事業，すなわちインフラ整備をあげていま

した。そして，価値のある（土木）事業として，箱根

疎水（箱根の山の下に隠道を掘って，芦ノ湖の水を

沼津方面に流し，耕地を大きく増やす）と安治川開

削（淀川の洪水を防ぐために，大阪の天保山を切り

開いて，安治川をつくった）を例示していまし

た。

『デンマルク国の話Jは， ドイツ，オースト

リアとの戦争に敗れてシュレスウィヒとホル

学校図書4.8% 教育出版2.2%

平成28年度版中学理科教科書採択状況
［総採択冊数に占める各出版社の占有率］
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スタインの2州を奪われたデンマークの復興を願う

工兵士宮ダルガスが 外に失った国土を内に求めよ

うとする（荒漢の地ユトランド、に植林を行う）苦心を

描いたノンフィクションです。夕、ルガスの苦心の

結果，ユトランドの荒野には縦の木が繁り，木材

が収穫できるようになったばかりか，気候自体が

大きく変化して，良き田園と芯りました。「2013

年版世界幸福度報告（WorldHappiness Report 

20 l 3) Jによると デンマークは世界で一番幸福

な国となっています。

この短編で内村は 「国の興亡は戦争の勝敗によ

リません，その民の平素の修養によリます。善き宗

教，善き道徳，善き精神あリて国は戦争に負けても

衰えませんJ，「富は大陸にもあります，島嘆にもあ

リます。沃野にもあります， 沙漠にもあリます。善

くこれを開発すれば小島も能く大陸に勝ざるの産を

産するのであります」，「国の実力は軍隊ではあリま

せん，軍艦ではあリません。はたまた金ではあリま

せん，銀ではありません，信仰であります」と三つ

の教訓を示しています。との物語（伝記）は，「デン

マークの柱」というタイトルで，戦後の小学校国語

教科書にも採録されていました。

『地人論』は，世界地理と世界史を駆使して，日

本が西洋文明と東洋文明の媒介者であることを証明

しようと試みたもので 内村は「地理と歴史とは，

舞台と劇曲との関係なリ。地は人類と L寸役者が歴

史と L寸劇曲を演ずる舞台なリ。一国の歴史は，そ

の地とその人との相互動作の結果なリ」と記述して

います。つまり，地理という基盤がなければ，国土

への働きかけがなければ，歴史も存在し得ないとい

うことです。

中学理科教科書で学ぶ「自然の恵みと災害」

「科学技術の利用」

中学校理科の新学習指導要領は「自然がもたうす

恵みと災害などについて調べ，とれらを多面的，総

合的にとうえて，自然と人間のかかわり方について

考察する」「自然環境の保全と科学技術の利用の在
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教科書の記述例／自然の恵みと災害
［出典： 東京書籍 「新編 ・新しい科学3」（平成27年3月検定）］

り方について科学的に考察し，持続可能な社会をつ

くることが重要であることを認識する」としてお

り，全ての中学生が最終学年において「自然の恵み

と災害」および「科学技術の利用」について学習し

ています。

「自然の恵みと災害」をオーソドックスに解説

する（東京書籍）

平成28年度現在，全国で最も数多く用いうれて

いる東京書籍の教科書（総採択冊数に占める占有率

34.3%）は，「大地の変動」と「気象現象」に区分

した上で，計12ページを割いて「自然の恵みと災

害」について解説しています（教科書本文記述の詳

細は表の通り）。

「大地の変動による恵みと災害」では，地球規模

でのプレートの動きと火山活動や地震にはかかわり

があるとした上で これらの地学的な事象が自然の

恵みや災害と深いつながりがあると説明していま

す。その後，｛大地の変動による恵み］では，温泉

（写真：群馬県・草津温泉），美しい自然景観，地熱

発電，リアス式海岸の良港（写真：島根県出雲市）芯

どを取り上げるとともに，［大地の変動による災害］

では，火山活動（写真：有珠山の噴火），地震（写真 ・

兵庫県南部地震），津波（写真：東北地方太平洋沖地

震による津波）とその影響を解説。｛火山－地震によ

る災害から身を守るために］では，砂防ダムや流路

工（写真：桜島の砂防施設），ハザードマップ（写真

伊豆大島火山砂防マップ，コラム：有珠山火山砂防
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「自然の恵みと災害」に関する教科書本文記述（東京書籍の例）

第3章 自然の恵みと災害

地球は誕生してから約46億年をかけて現在の自然を形づくってきた。その地球の上で，私たちは長い間自然のもっさまざまな面とつき合いながら，

人間社会をつくりあげてきた。ここでは，自然と人間社会のかかわりについて考えていこう。

1大地の変動による恵みと災害

地球の表面は，何枚ものプレートが組み合わさってできている。そのプレートの境界では，プレートどうしがおし合う力などにより地震が発生する。

また，地下ではマグマだまりができて火山活動が起こる。

日本列島はユーラシアプレート，北アメリカプレート，フィリピン海プレート，太平洋プレートの境界が集中する場所にあり， 100以上の火山が存

在し，地震も多く発生する。

火山活動や地震などの大地の変動は，私たちの生活に，どのようにかかわっているのだろうか。

［大地の変動による恵み］

火山活動は山をつくり，火山の近くでは，温泉がわき出したり，美しい景観によって観光地となったりしている。また，マグマによる地熱は発電

にも利用されている。

地震などの変動により大地は隆起，沈降し，何万年もかけて山ができたり，山であった場所がしずんで島になったりする。入り組んだ入り江は自

然の良港となり，魚介類の養殖などの漁業が盛んなことが多い。

このように，大地の変動は私たちにさまざまな恵みをあたえてくれる。

［大地の変動による災害］

恵、みがある一方でL，地震や火山活動は私たちの生活に大きな被害をもたらすことがある。

地震は，ゆれによる建築物の倒壊や土砂くずれを起こし，火災が発生したり，水道・電気・ガスなどの供給路を切断したりして，生活に大きな影

響をもたらす。地震が海底で発生した場合には，津波が発生し，海岸近くの建築物などを流し去ってしまうことがある。

また，火山の噴火では，火山弾などが付近に飛び，建物を破壊するほか，地割れや土地の隆起などが発生し道路を破壊することもある。火山灰が

降り積もった後に雨が降ると，火山泥流や土石流が発生し火山のふもとまで被害をもたらすこともある。

［火山・地震による災害から身を守るために］

火山の噴火に対しては，土石流による土砂が住宅地に流れ込まないよう砂防ダムなどがつくられている。また，火山の噴火に対するハザードマッ

プもつくられている。火山の噴火が予想されるときには，噴火警報などが発表され，事前に備えることができる。

日本では，地震による建物の崩壊を防ぐために，建物の強度を高めることが，法律で決められている。地震の発生の短期的な予測は困難だが，大

きな地震が発生した場合には，緊急地震速報が発表され，大きなゆれに備えることができる。また，津波の発生が予測された場合には，津波警報や

津波注意報が発表される。

津波の規模に応じて浸水することが予想される地域を示したハザードマップも作成されている。津波の被害が想定されるところでは，津波からに

げるための高台への避難路や津波避難ピルがつくられている。

こうした災害への対策は，科学技術の発展により，日々進歩している。

＜まとめ＞

火山活動や地震などの大地の変動は，ときとして大きな災害をもたらすが，私たちは，ふだんはその恵みを受けて生活している。

2気象現象による恵みと災害

世界的に見ると，年間降水量が1000mmに満たない地域の方が圧倒的に多い。しかし，日本ではほとんどの地域で1000mm以上， 多いところでは

2000mmをこえる降水量がある。これは，日本列島が地理的にユーラシア大陸と太平洋の影響を受ける場所にあり，低気圧や前線，台風などが通過

することが多いためである。

台風や大雨は，私たちの生活にどのようにかかわっているのだろうか。

［気象現象による恵み］

日本列島の湿潤な気候は，豊かな森林をはぐくみ，美しい自然の景観をうみ出すとともに，農業用水や飲料水の確保に役立つている。地すべりや

川の氾濫の影響も受けてできた平らな土地が人の住める場所となり，）｜｜が運ぶ土砂が肥沃な平野をつく っている。

冬に大量に降る雪は，夏まで山に残り，天然のダムとして飲料水や農業用水に使うことができる。また，大量の雨をもらたす台風は，渇水状態になっ

たダムを一度の雨で満水状態にすることもある。

［気象現象による災害］

一方，梅雨前線による長雨や発達した台風にともなう豪雨により，土砂くずれが起きたり，洪水の被害が生じたりすることがある。また，短時間

に強く降る雨では，都市部の小さな川があふれ，地下街や低い場所が浸水することもある。台風や発達した低気圧，竜巻による強い風にも注意が必

要である。積乱雲による雷は，落雷により火事や停電を起こすだけでなく，人の命をうばうこともある。冬には，大雪や暴風雪により，交通障害や

雪崩による被害が発生することもある。

このように， 気象現象による災害にはさまざまなものがあり，状況に合わせて対応を変える必要がある。

［気象災害から身を守るために｝

大雨による洪水や土砂くずれから私たちの生活を守るために，川には堤防やダムがつくられ，傾斜が急な場所では土砂くずれが起きないように斜

面をコンクリートで固めたり，堰堤をつくったりしている。

地域によっては，土砂くずれの危険性の高い地区や洪水で浸水する可能性の高い地区を示したハザードマップが公表されており，災害の可能性を

考えるうえで参考になる。

大雨や暴風，高潮，洪水などが予測されるときには，気象庁から特別警報や警報，注意報が発表され，市町村はその情報や降水量，河川の水位な

ども参考にして避難勧告や避難指示を出すことができる。これらは多様な気象情報がすばやく詳細に得られるようになり，気象予測の精度が上がっ

たために可能になった。これらの情報を活用して災害に備えておく必要がある。

くまとめ＞

台風や大雨は，災害をもたらすこともあるが，私たちはふだんはその水の恵みを受けて生活している。

3自然の恵みと災害の調査

これまで見てきたように，大地の変動にも気象現象にも，恵、みをもたらす面と災害をもたらす面がある。自分たちの住む地域に見られる豊かな自

然や温泉などの恵みと地域の産業，過去に発生した地震や津波，火山の噴火，洪水などの災害について調べ，地域の自然についての理解を深めよう。

自分たちの住む地域には，どのような自然の恵みがあり，どのような災害が起こるおそれがあるのだろうか。

［自然と人間のかかわり］

私たちの住む地域には，どこであっても自然の恵みがあり，私たちはその恵みを利用して生活している。

一方，ひとたび自然災害が発生すると，人の命や財産がうばわれることがある。こうした自然災害に対して，その被害を少なくするために，私た

ちはさまざまな対策をとっている。日ごろから自分たちの住む地域で起こる可能性のある災害の特徴を知札災害に対して備えておくことが必要で

ある。

自然現象は，このように私たちに恵みをもたらす面と災害をもたらす面の両面をもっている。人聞は自然の一部であり自然現象をコントロールす

ることはできない。私たち人間の社会がこれからも発展していくためには，こうした自然の二面性とうまくっき合っていく必要がある。
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マップ），建築物の耐震化（法律による規定），各種

の警報や注意報（噴火警報，緊急地震速報，津波警報・

津波注意報など），高台への避難路や津波避難ビル，

防災教育（コラム：釜石の奇跡（片田敏孝教授））など

について説明し，生徒の理解を促しています。

一方，「気象現象による恵みと災害」では，日本

列島が地理的にユーラシア大陸と太平洋の影響を

受ける場所にあり，低気圧や前線，台風などが通

過することが多い（世界的に見ると，年間降水量が

l OOOmm！こ満たない地域の方が圧倒的に多い中，

日本ではほとんどの地域でl000mm以上，多いと

ころでは2000mmをこえる降水量がある）ことが

説明されています。また，これを踏まえ，［気象現

象による恵み］では，豊か芯森林，美しい自然景観，

豊富な農業用水や飲料水，肥沃な平野（写真：鳥海

山と水田（山形県酒田市） 写真：玖珠川と鮎つりの

ようす（大分県日田市））などが，｛気象現象による災

害｝では，大雨による土砂くす、れ（写真： 2013年

4月・静岡県浜松市），都市型水害（地下街や低い場

所の浸水），台風による被害（写真： 2013年9月・

京都府京都市），竜巻による被害（写真： 2013年9

月・埼玉県越谷市），大雪や暴風雪による交通障害

や雪崩による被害などが取り上げられていますD さ

らに｛気象災害から身を守るために］では，河川堤

防（写真：山形県山形市，ゴラム：岡田川の堤防の

桜），夕、ム，傾斜地の土砂くす、れ防止壁（写真：宮城

県大崎市），堰堤，ハザードマップ，特別警報や警報・

注意報，避難勧告や避難指示などの防災－減災対策

が，わかりやすく説明されています。

なお，単元「自然の恵みと災害」の結びは，次の

ようにとりまとめられています。

【自然と人間のかかわり］

私たちの住む地域には，どこであっても自然

の恵みがあり，私たちはその恵みを利用して生

活している。

一方，ひとたび自然災害が発生すると，人の

命や財産がうばわれることがある。こうした自

42 

然災害に対して，その被害を少なくするために，

私たちはさまざまな対策をとっている。日ごろ

から自分たちの住む地域で起こる可能性のある

災害の特徴を知り，災害に対して備えておくこ

とが必要である。

自然現象は，このように私たちに恵みをもた

らす面と災害をもたらす面の両面をもってい

る。人間は自然の一部であり自然現象をコント

ロールすることはできない。私たち人間の社会

がこれからも発展していくためには，こうした

自然の二面性とうまくっき合っていく必要があ

る。

「稲むらの火」や「島原大変肥後迷惑」から語

りはじめる（啓林館）

啓林館の教科書（総採択冊数に占める占有率

31.2%）では，「自然が人間の生活におよぼす影

響」というタイトル（単元）に計16ページが割か

れ，「自然の恵みと災害」が詳説されています。

その見聞き冒頭は，安政南海地震（1854年）

によって発生した津波の実況図（古図）と島原大変

(1792年）大地図とで構成されており，教科書本

文は「わたしたちは，昔よリ自然からの恩恵を受

け，それを利用して生活してきた。一方で， ときに

発生する地震や，火山の噴火，大雨による河川の氾

濫などによって被害を受けてきた。自然とうまくっ

き合って生きていくには，どうすればよいのだろう

か。」との問いかけかう始まっていますD

1854年の安政南海地震は，地震後の津波への

警戒と早期避難の重要性 人命救助のための犠牲

的精神の発揮を説いた伝記 『稲むらの火jでも有

名で，小泉八雲の＂ ALiving God （生き神様）”を翻

訳－再話したこの物語は， 1937年かう約10年間，

固定国語教科書に採録され，戦後の検定教科書でも

1960年まで用いられていました。

津波の実況図（教科書掲載）の解説文には，「夕方

から夜にかけて津波が広村（現和歌山県広川町）を
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おそったとき，漬ロ梧陵は積み上げていた稲わらに

火をつけて村人を高台に導き，多くの命を救った。」

とあります。

一方，「島原大変肥後迷惑」については，図（写真）

の説明文で「雲仙岳（長崎県）での1792年の噴火末期

に，雲仙岳のそばにある眉山が大崩壊した。その土

砂は島原の南側を埋めるとともに（島原大変），有明

海に一気に流れこんで大津波を発生させ，対岸の肥

後（現在の熊本県）をおそった（肥後迷惑）。現在も眉

山には崩壊した部分のくぼみが見られ，海に流れこ

んだ土砂は小さな島々をつくっている。」と紹介さ

れています。

啓林館の教科書では，地震災害は，東北地方太平

洋沖地震（東日本大震災）と兵庫県南部地震（阪神淡

路大震災）に区分され，その特徴がコンパクトにと

りまとめうれています。

【地震がもたらす災害】

2011年に，プレートの沈みこみにともなって

起こった東北地方太平洋沖地震では，東北地方

から関東地方にわたる広範囲の太平洋沿岸で津

波による被害が発生した。海溝付近の海底に震

源をもっ大規模な地震は，津波をともなうこと

が多い。近い将来，南海トラフ付近で発生する

ことが考えられている南海・東南海・東海地震

でも，津波による被害が予想されている。

1995年の兵庫県南部地震のような，内陸の活

断層が動いて起こる地震もある。このような地

震は，マグニチュードが小さくても，震源から

近い場所では大きなゆれになる。

地震による被害は，建物の倒壊や土砂くずれ

などゆれによる直接的な被害だけでなく，火災

や水道・ガス・電気の寸断，交通網の切断など

二次的な被害もある。海岸の埋め立て地や砂地

では，液状化による被害もある。

また，雲仙岳周辺の砂防施設（湯江川の上流域の

堤防，水無川の砂防施設，中尾JIIの芝桜公園に関す
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教科書の記述例／自然が人間の生活におよぼす影響
［出典：啓林館 「未来へひろがるサイエンス3J（平成27年3月検定）］

る写真と解説），高潮の被害としくみ（伊勢湾台風

( 1959年）による高潮被害写真，高潮のしくみ解説

図），河川沿いの遊水池（神奈川県横浜市，平常時と

増水時の比較写真）など，わかりやすい事例写真と

解説が特徴的です。

さらに，最終ページのコラム「日本古来の耐震の

知恵を現代に活かす」では，世界文化遺産に登録さ

れている京都・東寺の「五重塔」を取り上げ，「東

京ス力イツリー」の構造と比較しながう，日本古来

の耐震建築技術の高度さを説明しており，生徒たち

に興味深い学習材料を提供しています。

戦後の気象災害を詳説する（大日本図書）

大日本図書の教科書（総採択冊数に占める占有率

27.5%）では，気象がもたらす災害について，戦後

の代表的な事例を用いて，詳細な解説がなされてい

ます。

【台風による災害｝

台風による災害は台風の大きさ（強風域の半

径）と強さ（最大風速），進路にあたる場所の地

形，海水温と偏西風の動向などの条件によって

異なってくる。

近年，監視体制の強化と情報の普及，進路予

報の向上によって被害の程度は明らかに軽減し

たが，たとえば室戸台風（昭和9年），伊勢湾台

風（同34年），第二室戸台風（同36年）などは最

大級の被害をもたらした。高潮害，傾斜地での
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土砂崩れ，洪水による河川の氾濫，市街地や田

畑の冠水・水没，家屋や送電鉄塔の倒壊，交通

障害など，生活基盤の破壊と社会機能の麻庫で

ある。原因は強風と大雨にある。中心の気圧は

ときに9IOhPa以下，最大風速は60m/sを超える

こともある。加えて，台風の積乱雲群は，長時

間広い範囲に激しい雨を降らせる。近年の例で

は平成23年9月の「台風12号による紀伊半島豪

雨」がある。このときはわずか4日ほどの聞に，

広い範囲で；lOOOmm以上の雨が降った。中には

降雨量が1800mm（年間降雨量の6割）を超えた

地点も見られ，大きな災害となった。

【台風以外の気象災害】

中緯度帯の温帯低気圧も，ときには台風災害

に似た大きな被害をもたらす。広がりと継続時

間では，台風や低気圧にはるかに劣るものの，

強烈な風の破壊力でまさるのが竜巻である。ア

メリカ中西部では風速がlOOm/sもの巨大な竜

巻が大きな被害をもたらしているが，日本でも，

たとえば2012年5月に茨城県つくば市で起こっ

た例のように，大規模で深刻な被害をもたらす

ものがある。

冬季，日本海側を中心とした地域での大雪被

害も代表的な気象災害の 1つである。この時期

のシベリア気団の発達，気回と海水との大きな

温度差，そして日本列島の中心にある山脈の存

在によって日本海側は毎年かなりの降雪に見舞

われる。気象条件によっては大雪（豪雪）となり，

家屋の倒壊，交通事故や交通障害，転落事故，

停電，断水など甚大な被害をもたらす。「昭和

38年1月豪雪J，「平成18年豪雪」（気象庁命名）

とよばれる豪雪はその典型である。後者では死

者152名， 重傷者902名，家屋の損壊約4700件，

停電約140万件もの被害が出ている。

ほかにも干ばつ，具常気温，落雷などわたし

たちの命や社会活動をおびやかす気象要因があ

る。
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科学技術の発展は，私たちの生活や社会を豊

かにしてきた

科学技術の発展が，私たちの現在の生活や社会を

支え，これを豊かにしてきたことについては論をま

ちません。インフラに関係の深い「交通手段」だけ

をみても明らかで， 「徒歩・かご」→「馬車・帆船J

→ 「蒸気機関車蒸気船J→ 「自動車，電車」→ 「新

幹線，飛行機」と交通手段の発達に伴い，移動時闘

が短縮され，私たちの生活や社会は安全で快適で豊

かになりました。科学技術の発展（動力源と交通手

段の移り変わり）について，東京書籍は次のように

説明しています。

科学技術の発展はさまざまなところで，私た

ちの現在の生活や社会を支え，豊かにしている。

人類は，ほかの生物と異なり，自然を享受しな

がら知恵と技術を使って生活を豊かで便利にす

る物をっくり出すことができる。しかし，人類

が誕生したとき，現代のような科学技術をまだ

もち合わせていなかった。

科学技術の発展を，私たち人間の活動に当て

はめてみよう。まず，走るよりも速く遠くに行

くためには，動力源の発明とそれにともなう交

通手段を発達させる必要があった。

（中略）

［動力源の移り変わり｝

人間が重い物を運んだり道具や機械を動かし

たりするために利用した最初の動力源は，牛や

馬などの動物の力であった。その後，しだいに

水車や風車など，自然エネルギーである風や水

などによって生み出される力が動力源として利

用されるようになった。

イギリスのワットが改良した蒸気機関は革新

的な動力源、であり，産業革命に大きな役割を果

たした。その後，動力源は，蒸気機関から内燃

機関（ガソリンエンジンなど）や電気（モーター

など）に移り変わり，さらに生産性やエネルギー

効率が向上するなど，進歩した。
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教科書の記述例／科学技術の発展
［出典 ：東京書籍「新編・新しい科学3」（平成27年3月検定）］

｛交通手段の移り変わり｝

移動したり物資を運んだりするための交通手

段は，かつて陸上では馬などの動物，水上で、は

帆船が主であった。しかし，蒸気機関を使った

蒸気船や蒸気機関車が使われるようになると，

大量の物資の輸送が短時間でできるようになっ

た。その後，交通においても内燃機関やモー

ター，さらにはジェットエンジンが使われるよ

うになり，高速化が進んでいる。

わが国でも多くの人が自動車をもつようにな

り，交通事故の増大や排気ガスによる大気汚染

などが問題になった。しかし，衝突回避システ

ムや排出ガス浄化技術など，それらの問題を解

決する科学技術の開発によって，より安全で安

心な環境整備が進んでいる。

大規模な自然災害から学び，日本人は成長し

てきた

本連載企画の執筆をはじめた2015（平成27）年

4月以降も，わが国では大規模な自然災害が頻発し

ています。

2015年9月9日か5l l日にかけて関東地方お

よび東北地方で発生した「平成27年9月関東－東

北豪雨」では，鬼怒川が氾濫し，甚大な被害が発生

しました。

2016年4月14日21時26分，熊本県熊本地方

を震央とするマグニチユード（Mj)6.5の地震が発
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生（前震），さらに，その28時間後の4月16日1時

25分にはMj7.3の地震が発生し，益城町と西原村

で震度アを観測しました（本震）。延べ4.000回を

超える余震による影響を含め，「熊本地震Jは熊本

～阿蘇周辺地域に甚大な被害を与えました。多数の

家屋倒壊や土砂災害による人的被害，電気・ガス－

水道等のライフラインへの被害のほか，空港－道路・

鉄道等の交通インフラにも甚大な被害が生じ，県民

生活や中小企業，農林漁業や観光業等の経済活動に

も大きな支障が生じました。

さらに， 2016年6月には九州地方で梅雨前線

に伴う豪雨が発生 同8月には北海道に台風が3つ

連続して上陸，同9月には迷走台風10号（ライオン

ロック）が岩手県を直撃し，いすれも甚大な被害を

生じさせました。

しかし，私たち日本人は，こうした大規模な自然

災害を幾度も経験し，そのたびに苦難を乗りこえて

きました。日本の国土が脆弱であるが故に，大規模

自然災害からの復旧を糧として 日本人は成長して

きたとも言えます。

内村鑑三は前出の『地人論Jで，次のように述べ

ています。

「地の目的はLサ、ん。人類を発達せしむるにあり。

人類の進歩，啓発を促すために，地はLサ、なる特質

を有せざるべからずか。

（一）進歩を助けんがために，地は開拓，耕転に

ううん），運輸，交際の便利を人類に供せざるべか

らず。

（ニ）啓発を助けんがためには，地は多少の障害を

人類に供せざるべからず。

地の配列，構造にして全く人類進歩を奨励せざら

んか，人類は失望に沈んで，進まざるべし。ーの障

害物をも供せざらんか，進歩，簡易に過ぎて心霊の

怠惰と倣偲（きょごう）とを招き，矢口と霊とは啓発せ

ざるべし。適宜なる奨励と適宜なる障害とは教育上

の必要にして，天が人に与うるに地をもってせしゃ，

この特質を有する地球をもってせられたリ。
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われらの棲息する地球は教育上絶大の価値を有す

るものなれば，はなはだ完全にして，全く完全なら

ず。すなわち，この地球は人の労力をもって初めて

完全たるを得るものなリ。」

私たち日本人は，この『豊かさと厳しさを兼ね備

えた』国土によって育まれてきました。日本列島で

頻発する大規模な自然災害によって，す、っと音かう

教育を受けてきました。

現代に生きる私たちは，先人たちの努力に思いを

連載を終えて ・・・・・・・・・・

わが国では，高齢化により社会保障支出が増加する一

方，社会保障以外の支出はOECD（経済協力開発機構）諸

国の中で，最低の水準にまで減少しています。その中に

は，公共事業費（インフラ形成費）や教育費など，現世代

だけでなく将来世代にとっても極めて重要な支出が含ま

れています。

現在，われわれが享受している安全で快適な生活は，

先人たちが森林や田畑，鉄道や道路を整備し，川を治め，

水資源を開発するなど，絶え間なく国土に働きかけを行

うことによって，国土から恵みを返してもらってきた歴

史の賜物です。したがって，現代に生きるわれわれの世

代も，国土に対して働きかけを続け，将来世代に対して，

より良い社会基盤（インフラストラクチャー）を引き継い

でいかなければなりません。

今回（シリ ーズ Part2）は，欧米主要国（フランス，イ

ギリス， ドイツ，アメリカ）の初等・中等学校の歴史教

科書・地理教科書を取り上げ，「国土・インフラ教育」

面からみたその特徴を整理するとともに， 2012年4月か

ら全面実施されているわが国の新しい中学社会科（地理

的分野・歴史的分野・公民的分野）および理科教科書の

特徴を整理するなど，国土とインフラと教育について改

めて考える機会を提供して参りましたO

2016（平成28）年12月21日，「幼稚園，小学校，中学校，

高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び

必要な方策等について（中央教育審議会答申）」がとりま

とめられ，高等学校地理歴史科では，「世界とその中に

おける日本を広く相互的な視野から捉え近現代の歴史を

考察する「歴史総合J，持続可能な社会づくりを目指し，

現代の地理的な諸課題を考察する「地理総合」を必履修

として設定する」こととなりましたが，これはフランス

やイギリスにおける充実した地理・歴史教育（拙筆参照）
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馳せるとともに，世界（欧米諸国）との比較－競争を

意識しつつ，国土に対して働きかけを続け，将来世

代に対して，より良い社会基盤（インフラストラク

チャー）を引き継いでいかなければなりません。

そのためには，歴史観と世界観をもって国土とイ

ンフラを語る，時間軸と空間軸で日本と世界を捉え

る（考える），そうしたことができる人聞を育ててい

くことが求められています。

［連載おわり］

と整合するものです。また，高等学校公民科では，「現

代社会の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための概

念や理論を習得し，自立した主体として国家・社会の形

成に参画する力を育成する「公共」を必履修として設定

する」こととなりました。

この次期学習指導要領の改訂に向けた中教審答申は，

小学校から高等学校まで12年間をかけて，歴史観と世界

観をもって国土とインフラを学ぶ，時間軸と空間軸で日

本と世界を捉える（考える），そう したことができる教育

システムの実現を期待させるものです。今後は文部科学

省が学習指導要領を作成し，さらに各教科書の執筆者の

先生方が中身を詰めていくことになりますが，今回のシ

リーズ（拙筆）がその議論の参考になれば幸いです。

なお連載の途中， 2016年4月に熊本地震が発生し，そ

の影響で5か月間休載させて頂くこととなり，大変ご迷

惑をおかけいたしました。あらためてお詫び申し上げま

す。

森田康夫 ｛現職：国土交通省九州地方整備局熊本河川

国道事務所長］

筆者近影（阿蘇大橋地区にて）
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連載企画／国土教育シリーズPart2 日・米・英・仏・独／教科書で学ぶ「国土とインフラ」タイトル一覧

［第1回］ “考え，表現するとと”を教えるフランスの教育（2015.04)

［第2回］ 国土の構造分析と交通インフラを重要視するフランス地理（2015.05)

［第3回］ フランスの地理教科書に描かれている日本のすがた（2015.06)

［第4回］ 国土・防災教育を重要視するイギリス地理教科書（2015.07)

［第5回］ ノルマン城郭（城壁）とイギリス人のインフラ観（2015.08)

［第6回］ 大英帝国の礎を築いた交通インフラと鉄道エンジニア（2015.08)

［第7回］ 合衆国史を支える4つの主題 国土／移住／多様性／市民性（2015.10)

［第8回］ 合衆国地理教科書に描かれている北米発展の歴史（2015.l l) 

［第9回］ 合衆国地理教育の特徴と地理教科書に描かれた日本のすがた（2015.12)

［第10回］ 文化連邦主義をとるドイツの教育とパイ工ルン州の教科書（2016.0l) 

［第11回］ 近代地理学発祥の地「ドイツ」とN円W州の教科書（2016.02)

［第12回］ ドイツの地理教科書に描かれている日本のすがた（2016.03)

［第13回］ 脆弱な国土に暮うす日本人と防災 ・減災教育（2016.04)

［第14回］ 交通インフラが日本の経済成長・地方創生を実現する（2016.05)

［第15回］ 東日本大震災が地理教科書に与えたインパクト（2016.l l) 

［第16回］ 歴史教科書が教えるインフラ整備と自然災害の歴史（2016.12)

［第17回］ しっかり学ばせたい ｜「社会資本整備」と「財政」（2017.01)

［第18回］ メディア ・リテラシーとインフラ整備（2017.02)

［最終回］ 豊かさと厳しさを兼ね備えた 「国土jが日本人を育んできた（2017.03)

セメント・コンクリー卜 No. 841. Ma「2017 47 




